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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
工具本体に設けたチップ座にチップを載置し、前記チップ座に溝を介して貫通するポケッ
ト内に、前記ポケットの底面との間に空間が形成されるようにピン部材を設置し、前記チ
ップに形成した中央孔に、前記ピン部材のピンを係合するとともに、前記中央孔の孔壁を
前記ピンが押圧することによって、前記チップを前記チップ座に固定するスローアウェイ
式切削工具において、前記ピン部材は、固定用ボルトを挿通する第１環状部と、前記ピン
と係合する第２環状部とを備えた本体部、および、前記第２環状部に着脱自在に係合する
とともにチップの前記中央孔の中心軸線に沿って進退自在とされる前記ピンからなり、前
記固定用ボルトを、前記ポケット内に設置した前記ピン部材の第１環状部を介して、前記
ポケットに形成された雌ねじにねじ込むことで、前記中央孔の孔壁を前記ピンが押圧する
ようにしたことを特徴とするスローアウェイ式切削工具。
【請求項２】
工具本体に設けたチップ座にチップを載置し、前記チップ座に溝を介して貫通するポケッ
ト内に、前記ポケットの底面との間に空間が形成されるようにピン部材を設置し、前記チ
ップに形成した中央孔に、前記ピン部材のピンを係合するとともに、前記中央孔の孔壁を
前記ピンが押圧することによって、前記チップを前記チップ座に固定するスローアウェイ
式切削工具において、前記ピン部材は、固定用左右ねじの一端側に設けられたねじと螺合
する第１環状部と、前記ピンと係合する第２環状部とを備えた本体部、および、前記第２
環状部に着脱自在に係合するとともにチップの前記中央孔の中心軸線に沿って進退自在と
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される前記ピンからなり、前記固定用左右ねじの一端側に設けられたねじを、前記ポケッ
ト内に設置した前記ピン部材の第１環状部と螺合するとともに、前記左右ねじの他端側に
設けられたねじを前記ポケットに形成された雌ねじにねじ込むことで、前記中央孔の孔壁
を前記ピンが押圧するようにしたことを特徴とするスローアウェイ式切削工具。
【請求項３】
前記第２環状部に前記ピンを着脱自在に螺合するとともに、前記ピンをチップの前記中央
孔の中心軸線方向に進退自在としたことを特徴とする請求項１又は２に記載のスローアウ
ェイ式切削工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、切削加工用チップを工具本体に着脱自在に固定するスローアウェイ式切削工具
に関する。
【背景技術】
【０００２】
この種のスローアウェイ式切削工具の一例として、内径加工用クランプバイトを図７およ
び図８に示す。このクランプバイト（１）は、工具本体（２）の先端部に設けたチップ座
（４）にチップ（３）を載置し、前記チップ座（４）に溝（５ｂ）を介して貫通するポケ
ット（５）内に、ポケットの底面（５ａ）との間に空間が形成されるようにピン部材（６
）を設置し、チップの中央孔（３ａ）に、前記ピン部材（６）のピン（６ｂ）を係合する
とともに、前記中央孔（３ａ）の孔壁を前記ピン（６ｂ）が押圧することによって、前記
チップ（３）を前記チップ座（４）に固定するクランプバイト（１）である。そして、前
記ピン部材（６）が、固定用ボルト（Ｂ）を挿通する環状部（６ｄ）と前記ピン（６ｂ）
とを、前記環状部（６ａ）の厚みよりも背高のストッパー部（６ｃ）を介して互いに背面
の関係になるように連結し、かつ、該ストッパー部（６ｃ）は、前記ピン部材（６）の横
ズレを防止するべく前記溝（５ｂ）の溝壁面に当接してなり、前記固定用ボルト（Ｂ）を
、前記ポケット（５）内に設けた前記環状部（６ａ）を介して、前記ポケット（５）に形
成された雌ネジ（Ｎ）に螺設することで、前記中央孔（３ａ）の孔壁を前記ピン（６ｂ）
が押圧するようにしたクランプバイト（１）である。
【０００３】
この従来クランプバイト（１）によれば、ピン部材（６）の側面が溝（５ｂ）の溝壁面と
当接することによりピン部材（６）の横ズレを防止する。さらに、ピン部材（６）の下側
のピン（６ｂ）からストッパー部（６ｃ）にかけてテーパー状とされており、このうちピ
ン（６ｂ）の根本部分にテーパー面（６ｅ）が設けられている。他方、チップの中央孔（
３ａ）のピン（６ｂ）と係合する部位には湾曲凸面（３ｂ）を形成しており、ピン（６ｂ
）とチップの中央孔（３ａ）の孔壁とがほぼ点接触の如く、極めて小さい面積で押接する
。このような押接状態は応力が分散しないので、チップ（３）を特定方向に効果的に拘束
でき、特に横方向のブレ振動防止効果を奏する。（例えば、特許文献１参照）
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１００００６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
しかしながら、上述した従来のクランプバイト（１）では、ピン（６ｂ）の形状、および
、チップの中央孔（３ａ）の中心軸線方向のピン（６ｂ）位置が固定されているため、チ
ップの中央孔（３ａ）の断面形状が多種多様である場合、ピン（６ｂ）とチップの中央孔
（３ａ）の孔壁とは、上記のような押接状態およびこの押接状態からもたらされる効果が
得られないおそれがある。そのため、チップ（３）の位置決め精度、拘束力が低下し、加
工面の加工精度、面粗度に悪影響を与えてしまうおそれがあった。
【０００６】
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本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、チップの拘束力が高
く、加工面の加工精度、面粗度が良好なスローアウェイ式切削工具を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上述の課題を解決するため、本発明の第１のものは、工具本体に設けたチップ座にチップ
を載置し、前記チップ座に溝を介して貫通するポケット内に、前記ポケットの底面との間
に空間が形成されるようにピン部材を設置し、前記チップに形成した中央孔に、前記ピン
部材のピンを係合するとともに、前記中央孔の孔壁を前記ピンが押圧することによって、
前記チップを前記チップ座に固定するスローアウェイ式切削工具において、前記ピン部材
は、固定用ボルトを挿通する第１環状部と、前記ピンと係合する第２環状部とを備えた本
体部、および、前記第２環状部に着脱自在に係合するとともにチップの前記中央孔の中心
軸線に沿って進退自在とされる前記ピンからなり、前記固定用ボルトを、前記ポケット内
に設置した前記ピン部材の第１環状部を介して、前記ポケットに形成された雌ねじにねじ
込むことで、前記中央孔の孔壁を前記ピンが押圧するようにしたものである。ここで、上
記のポケットとは、前記チップ座の近傍に凹設された凹部である。該ポケットに前記ピン
部材が挿入、設置され、チップの着脱に際して前記ピン部材は該ポケットの深さ方向に上
下動する。このとき、前記ピン部材は、最も該ポケットの底面寄りの位置（最も下方の位
置）に移動したとき、該ポケットの底面に接しないように前記ピン部材と該ポケットの底
面との間に空間が形成されるように該ポケットに設置されている。また、該ポケットと前
記チップ座とを貫通する前記溝は、前記ピンが挿通される溝であり、前記溝の幅は前記ピ
ンの幅よりわずかに大きい溝となっている。
【０００８】
また、本発明の第２のものは、工具本体に設けたチップ座にチップを載置し、前記チップ
座に溝を介して貫通するポケット内に、前記ポケットの底面との間に空間が形成されるよ
うにピン部材を設置し、前記チップに形成した中央孔に、前記ピン部材のピンを係合する
とともに、前記中央孔の孔壁を前記ピンが押圧することによって、前記チップを前記チッ
プ座に固定するスローアウェイ式切削工具において、前記ピン部材は、固定用左右ねじの
一端側に設けられたねじと螺合する第１環状部と、前記ピンと係合する第２環状部とを備
えた本体部、および、前記第２環状部に着脱自在に係合するとともにチップの前記中央孔
の中心軸線に沿って進退自在とされる前記ピンからなり、前記固定用左右ねじの一端側に
設けられたねじを、前記ポケット内に設置した前記ピン部材の第１環状部と螺合するとと
もに、前記左右ねじの他端側に設けられたねじを前記ポケットに形成された雌ねじにねじ
込むことで、前記中央孔の孔壁を前記ピンが押圧するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００９】
本発明によれば、チップの中央孔の断面形状が多種多様に変化した場合、前記断面形状に
対応したピンに交換することにより、チップは特定方向に効果的に押圧される。また、中
央孔の中心軸線方向における孔壁の位置が変わったりばらついたりする場合、ピンを該中
心軸線方向に沿って進退させることにより、ピンと孔壁とが良好な押接状態を実現し、チ
ップは特定方向に効果的に押圧される。したがって、チップの拘束力およびチップの位置
決め精度が高められるとともに工具びびりが抑えられ、加工面の加工精度、面粗度が良好
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
次に、本発明のスローアウェイ式切削工具について図を参照しながら説明する。図１～図
６は本発明を適用した外径加工用クランプバイトを示す図である。図１は本クランプバイ
トの斜視図であり、図２は分解斜視図、図３および図４は図１におけるＡ－Ａ線断面図で
ある。図５はピンの変形例を示す図である。図６は図３に対応する図であり、厚さを増し
たチップを固定した状態を示す図である。チップの図１および図２に示すように、該クラ
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ンプバイト（１）の工具本体（２）の先端部の一側面には、チップ（３）を載置するチッ
プ座（４）が凹設され、さらに、このチップ座（４）に溝（５ｂ）を介して貫通するポケ
ット（５）が凹設されている。そして、このポケット（５）内に、着脱自在なピン（６Ｂ
）を備えたピン部材（６）がポケットの底面（５ａ）との間に空間が形成されるように設
置され、このピン（６Ｂ）でチップの中央孔（３ａ）の孔壁が押圧されることによりチッ
プ（３）がチップ座（４）に固定されるようになっている。
【００１１】
前記ピン部材（６）は、本体部（６Ａ）と、この本体部（６Ａ）に着脱自在に係合するピ
ン（６Ｂ）とから構成される。前記本体部（６Ａ）は、第１環状部（６ｆ）と第２環状部
（６ｇ）とから構成されており、第１環状部の係合孔（６ｉ）には固定用左右ネジ（Ｂ）
の一端部が螺合し、この固定用左右ネジ（Ｂ）の他端部はポケットの底面（５ａ）に設け
られた雌ネジ（Ｎ）に螺合している。一方、第２環状部の係合孔（６ｊ）には前記ピン（
６Ｂ）が螺合し、このピン（６Ｂ）はチップ座（４）の側面側に突出し、その突出する方
向、言い換えればチップの中央孔（３ａ）の中心軸線方向に進退自在とされるとともに第
２環状部（６ｇ）から着脱自在とされる。なお、前記固定用左右ネジ（Ｂ）は固定用ボル
トに代用可能である。固定用ボルトを用いた場合には、第１環状部の係合孔（６ｉ）は、
例えばこの固定用ボルトの頭部と係合するザグリ孔等の形状に適宜変更される。
【００１２】
図３および図４は図１のＡ－Ａ線断面図であり、図３の（ａ）は上述したクランプバイト
において、チップを固定する前の状態を示す図であり、（ｂ）は固定したときの状態を示
す図である。図４は、チップの中央孔の断面形状が異なるチップを固定したときの状態を
示す図である。
【００１３】
図３の（ａ）に示すように、固定用左右ネジ（Ｂ）が緩められた状態では、ピン（６Ｂ）
はチップの中央孔（３ａ）の孔壁から離間しており、チップ（３）をチップ座（４）に自
由に載置することができる。そして、固定用左右ネジ（６Ｂ）をねじ込んでいくと、図３
の（ｂ）のように、ピン部材の本体部（６Ａ）とともにピン（６Ｂ）が下がり前記中央孔
（３ａ）の孔壁を押圧する。このとき、前記ピン部材の本体部（６Ａ）は、最もポケット
の底面（５ａ）寄りの位置（最も下方の位置）に移動したとき、該ポケットの底面（５ａ
）に接しないようにピン部材の本体部（６Ａ）とポケットの底面（３ａ）との間に空間が
形成されるように該ポケット（５）に設置されている。さらに、ピン部材（６）の溝（５
ｂ）側を向く壁面には平坦な面からなるストッパー部（６ｈ）が形成されている。このス
トッパー部（６ｈ）は、対向する溝（５ｂ）の壁面に拘束されておりピン部材（６）のス
トッパー部（６ｈ）に垂直な方向のズレを防止する。また、ピン（６Ｂ）は、このピン（
６Ｂ）の幅よりもわずかに幅広く形成された溝（５ｂ）の溝壁面に拘束されており、この
ピン（６Ｂ）の中心軸線に垂直な方向のズレを阻止される。
【００１４】
ピン（６Ｂ）のチップ座（４）に突出した先端部分には、円錐台形状の係合部（６Ｂａ）
が形成され、一方、チップの中央孔（３ａ）の前記ピン（６Ｂ）と係合する部位は湾曲凸
面（３ｂ）に形成される。そうすることで、本クランプバイト（１）では、先に説明した
従来のクランプバイトの如く、ピンの係合部（６Ｂａ）とチップの中央孔（３ａ）の孔壁
とがほぼ点接触の如く、極めて小さい面積で押接する。このような押接状態は応力が分散
しないので、チップ（３）を特定方向に効果的に拘束できるという効果が得られる。
【００１５】
ピン（６Ｂ）は、上述したとおりピン部材の本体部（６Ａ）から着脱自在とされているの
で、図４のようにチップの中央孔（３ａ）が円筒状の場合、この中央孔（３ａ）の形状に
適応した略円柱状をなすピン（６Ｂ）に交換可能である。そうすれば、ピンの係合部（６
Ｂａ）と前記中央孔（３ａ）の孔壁とが上記の押接状態を実現し、チップ（３）を特定方
向に効果的に拘束できるという効果が得られる。ピンの係合部（６Ｂａ）の形状は、チッ
プの中央孔（３ａ）の孔壁の形状に応じて、図５の（ａ）～（ｃ）に例示するように、略



(5) JP 4364683 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

球状、略円錐台形状、略円柱状等、様々な形状に変形可能である。さらに図５の（ｃ）の
ようにピン（６Ｂ）を螺回するための六角穴（６Ｂｂ）等がチップ座（４）側に設けられ
てもよい。
【００１６】
また、従来のクランプバイトにおいて、図６に例示したように厚さを増したチップ（３）
を装着する場合には、２点鎖線で示されたように、ピンの係合部（６Ｂａ）がチップの中
央孔（３ａ）の湾曲凸面（３ｂ）をなす孔壁と押接しなくなり、チップ（３）の位置決め
精度および拘束力に悪影響を生じるおそれがある。しかしながら、本クランプバイト（１
）では、上述したように、ピン（６Ｂ）は第２環状部の係合孔（６ｊ）に対してチップの
中央孔（３ａ）の中心軸線方向に進退可能とされており、ピン（６Ｂ）を図６に示すよう
にチップ座（４）の側面側へＬだけ進出させれば、ピンの係合部（６Ｂａ）を、湾曲凸面
（３ｂ）をなす孔壁に押接させることができる。そうすれば、前述した効果と同様に、ピ
ンの係合部（６Ｂａ）とチップの中央孔（３ａ）の孔壁とがほぼ点接触の如く、極めて小
さい面積で押接することにより応力が分散せず、チップ（３）を特定方向に効果的に拘束
できるという効果が得られる。
【００１７】
以上説明したように、本実施形態に係るクランプバイト（１）によれば、チップの中央孔
（３ａ）の断面形状が多種多様に変化した場合、前記断面形状に対応したピン（６Ｂ）に
交換することにより、チップ（３）は特定方向に効果的に押圧される。また、チップの中
央孔（３ａ）の中心軸線方向における孔壁の位置が変わったりばらついたりする場合、ピ
ン（６Ｂ）を該中心軸線方向に沿って進退させることにより、ピンの係合部（６Ｂａ）と
前記孔壁とが良好な押接状態を実現し、チップ（３）は特定方向に効果的に押圧される。
したがって、チップ（３）の拘束力およびチップ（３）の位置決め精度が高められるとと
もに工具びびりが抑えられ、加工面の加工精度、面粗度が良好となる。
【００１８】
なお、以上説明した本発明の好適な実施形態において、本発明の要旨を逸脱しない範囲で
、上記に特に説明してない追加、変更、代替および削除を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明を適用した外径加工用クランプバイトの斜視図である。
【図２】図１に示す外径加工用クランプバイトの分解斜視図である。
【図３】図１におけるＡ－Ａ線断面図であり、（ａ）はチップを固定する前の状態を示す
図であり、（ｂ）は固定したときの状態を示す図である。
【図４】図３に相当する図であり、中央孔の断面形状が異なるチップを固定したときの状
態を示す図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）はピンの変形例を示す図である。
【図６】図３に相当する図であり、厚さを増したチップを固定したときの状態を示す図で
ある。
【図７】従来の内径加工用クランプバイトの分解斜視図である。
【図８】図７におけるＸ－Ｘ線断面図である。
【符号の説明】
【００２０】
１　クランプバイト
２　工具本体
３　チップ
３ａ　チップの中央孔
３ｂ　湾曲凸面
４　チップ座
５　ポケット
５ａ　ポケットの底面
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５ｂ　溝
６　ピン部材
６Ａ　ピン部材の本体部
６ｆ　第１環状部
６ｇ　第２環状部
６ｈ　ストッパー部
６ｉ　第１環状部の係合孔
６ｊ　第２環状部の係合孔
６Ｂ　ピン
６Ｂａ　ピンの係合部
Ｂ　固定用ボルト、左右ネジ
Ｎ　雌ネジ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】



(8) JP 4364683 B2 2009.11.18

【図８】



(9) JP 4364683 B2 2009.11.18

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭４８－０６８２９２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実公昭４８－０３４０５９（ＪＰ，Ｙ１）　　
              実開平２－０５１００６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００１－０６２６０６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２３Ｂ　　２７／１６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

